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◎ ：地震波の持つエネルギ－はどの位あるものですか？Q
： 地震はプレ－トの接触面の歪みで岩盤に蓄えられたエネルギ－が、跳ね上がり現象A
で蓄えられたエネルギ－を放出する自然現象ですが、跳ね上がりが起きるとエネルギ－の

一部が地震エネルギ－となって放出され、あとのエネルギ－は断層運動の時の摩擦熱にな

って消費され、海水を跳ね上げ津波となるエネルギ－、断層運動等で発散消費されます。

地震現象全体で消費される歪みのエネルギ－に比べて、地震波のエネルギ－がどれだけ

の割合で岩盤の中に放射されたエネルギ－の量の比率を、地震の効率とする。

震源断層面での応力効果が大きいほど、或は断層のズレの総量で決まるモ－メントが大

きいほど、地震波エネルギ－は大きくなる。

地震波エネルギ－とマグニチュ－ドの関係について、具体的な例を挙げるとＭ の地5.0
震波エネルギ－では、強力な爆薬であるトリニトロエン（ＴＮＴ火薬）の 万トン 分が爆2
発したエネルギ－に相当する。Ｍ の地震波 エネルギ－では メガトンの水素爆弾に相6.0 1
当するという。

と の差はどの位あるのか、この計算は計算式を簡素化すると、 √ になM5.0 M6.0 10 10
り、約ですが ～ 倍になります。30 32
この計算式で云うと、東日本大地震が当初 と発表され、次いでＭ に訂正されM8.8 9.0

ましたが、僅か 差でしかない、などと考えないで下さい。この差が ～ 倍の大きさ0.2 3 5

になるのです。

が が大きくなると目安として 倍としていますが、実際はこれよりやや大きいM 1.0 30
と思って下さい。

と の地震波エネルギ－の約 倍になりますが、単純計算ですが、M5.0 M6.0 30

と のエネルギ－差は、 × ≒ 倍になると計算されています。M5.0 M7.0 30 30 1000

と では、 × × ≒ 倍（ 万倍）M5.0 M8.0 30 30 30 30000 3
今回の東日本大地震は ですから、M9.0

と では、 × × × ≒ 倍（ 万倍）M5.0 M9.0 30 30 30 30 1000000 100

歪みに蓄積されたエネルギ－の収支

① 地震波のエネルギ－

② 津波のエネルギ－

③ 震源近くの地殻変動エネルギ－

④ 震源断層の摩擦エネルギ－

⑤ 残りの歪みエネルギ－

この歪みに蓄積されたエネルギ－を人工的に放出させる手段はないのか、研究されてい

ますが、地震として被害がない 程度の地震を数多く発生させたとして、 の地震M4.0 M8.0
を制御するためには、コンピュタ－の計算によりますと、 程度の地震発生を 万回M4.0 100
発生させる必要があります。

しかしこれも机上の空論であって、もし現実に実験すると、本物の の地震を誘発M8.0

してしまうかも知れない危険性があります。


